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これらの涜叫， B量疹を含めて Billroth 第 2~にて
胃切除を加えP Cut Gutを使用して再吻合を行ない．
術後経過良好にして16日間全治退院した．
日 虫垂欠除症症例
美濃病院外科徳田稔・遠渡正夫
先天性虫垂欠除症はy 昭和13年本邦第一例が岸川に
より報告されたがp 其の後の追加症例は稀であるの
でP 最近得た自験例を報告する．
患者は40才たjー で，約2ヵ月前より時守軽度右下腹
部痛を生じ某婦人科医lこよりp 子宮附房器炎の診断
を受け治療された．以後腹痛再発を繰返し来院したe
来院時p 廻"Q.・;J；町内，白血球数7000，で腹壁緊張4
し慢性虫垂：だの珍断のもとに手術を行った． 手術商
第10回岐阜外科集談会抄録 427 
見出盲腸が移動性に富む外，炎症性変化なく Gfit＇末
端は盲褒となりp この部に直径約2皿円形の衆膜欠除
部分を認めたがp 腹膜に埋没された痕跡なし遊離虫
垂も発見し得なかった．以上より炎症，退縮による虫
垂欠除でなし先天的欠除と考える．
